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件数 被害金額 件数増減 被害金額増減 件数 被害金額

特 殊 詐 欺 合 計 24件 8,670万円 -15件 +2,931万円 7件 1,598万円

オ レ オ レ 詐 欺 6件 4,100万円 -9件 +1,420万円 2件 700万円

預 貯 金 詐 欺 1件 0万円 -5件 -474万円 0件 0万円

架 空 料 金 請 求 詐 欺 8件 1,677万円 +6件 +935万円 2件 244万円

還 付 金 詐 欺 1件 174万円 -1件 +25万円 1件 174万円

融 資 保 証 金 詐 欺 1件 126万円 +1件 +126万円 0件 0万円

金 融 商 品 詐 欺 1件 1,900万円 +1件 +1,900万円 0件 0万円

ギ ャ ン ブ ル 詐 欺 0件 0万円 ±0件 ±0万円 0件 0万円

交 際 あ っ せ ん 詐 欺 0件 0万円 ±0件 ±0万円 0件 0万円

そ の 他 の 特 殊 詐 欺 0件 0万円 ±0件 ±0万円 0件 0万円

キャッシュカード詐欺盗 6件 692万円 -8件 -1,000万円 2件 480万円

※被害額は、１万円未満を四捨五入しているため、小計や合計金額に誤差がでることがあります。

３月中年累計 前年同期比



特殊詐欺事件簿（ R５ .３月中）

その１ 架空請求詐欺事件 ～電子マネー約２１４万円分の被害～
・６０代男性が自宅パソコンで投資信託のサイトを見ていたところ、画面にウィルスに感染した
旨の表示があり、連絡先として記載されていた番号に電話すると、マイクロソフトを名乗る女性
から、「あなたのパソコンがウイルスに感染しています。ウイルス対策ソフトがあるので、近く
のコンビニでグーグルプレイカードを買ってください。」旨言われた。
これを信じた被害者は、犯人の指示通り２６回にわたり合計約２１４万円分の電子マネーを購

入し、カード番号を相手に教えてしまい、お金をだまし取られた。

その２ 還付金詐欺事件 ～約１７４万円分の振込み～
・５０代女性宅に、市役所職員や金融機関職員を名乗る者から、「介護保険料の還付金がありま
す。手続きのためにATMに行って下さい。」との電話があった。
指定されたATMに行き、犯人と電話をしながら、指示通りATMを操作したところ、犯人の口

座に現金約１７４万円を振り込み、だまし取られた。

その３ オレオレ詐欺事件 ～現金５００万円を手渡し～
・８０代女性宅に、医師を名乗る男性から「息子さんの喉頭乳頭腫の緊急手術をした。声が変
わってるかもしれない。」との電話があり、その後、息子をかたる男から「仕事の支払いで今日
中に２０００万円を支払わなければいけない。会社で１５００万円は集めた。」と電話があり、
これを信じた被害者が５００万円を用意することとなり、自宅に現れた会社の上司の息子を名乗
る男に、現金５００万円を手渡し、だまし取られた。

医師を名乗るオレオレ詐欺の電話が流
行ってます。

パソコンのウイルス感染対策で、
「電子マネーを購入して下さい。」

は詐欺です。

還付金詐欺の電話が流行ってます。
「ATMで手続きして下さい。」

は詐欺です。


